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審査結果の要旨（1000 字以内） 
本論文では，X 線撮影検査における再撮影の削減を図るための 2 種類のシステムと，

医療技術者の技術向上によって再撮影の削減に繋げるシステムの計 3つのシステム開発

について論じている． 
1 つめのシステムは，X 線撮影時の設定条件を提示するシステムである．RGB カメラ

映像から人体の骨格を深層学習モデルで推定し，撮影対象部位の厚みを深度カメラによ

る計測で実現している．論文では骨格を 84.62％の精度で推定し，被写体厚を±10mm
以内の精度で計測する実験結果を示しており，医療従事者の撮影業務を支援する目的に

おいては十分な精度が得られている． 
2 つめのシステムは，X 線撮影検査時の患者の姿勢を RGB カメラでモニタリングし，

体のふらつきや呼吸時の体動を画像認識によって検出することで，再撮影を防止する手

法を提案している．実験の結果，X 線撮影検査中の体動を検出し，体のふらつきや呼吸

停止不全による再撮影を防ぐことができる可能性を示している． 
3 つめのシステムは，頭部 X 線撮影時の被写体ブレをシミュレーションし，医療技術

者の技術向上を図るシステムを提案している．RGB カメラで撮影した被検者のポジシ

ョニング後の正面と側面の画像から姿勢推定手法を用いて，正中矢状面，体軸断面，眼

窩耳孔線の角度を取得し，結果に応じた X 線画像を表示する手法について述べている．

実験の結果，3 方向の角度計測において，何れも誤差 1.5 度以内であり，人間が目視で

判断できる角度差よりも小さい水準であると考えられる． 
以上の 3 つのシステムにより，被曝線量の削減が期待される．また，システムの活用

により，撮影条件，被検者の体位，撮影のタイミングなどの放射線撮影技術が最適化さ

れ，撮影時間の短縮効果および撮影される X 線画像の安定化が期待できる．よって学術

的価値は高く，博士（工学）の学位に値するものと判断する． 

 


